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曳
騨
傘
騒
の
諌
蹴

置
O

支
那
今
日
の
法
鵠
（
承
前
）

及

川

恒
　
忠

　
二
、
　
中
央
政
府
の
綴
織

　
　
甲
、
清
末
に
於
け
る
中
央
欧
府
の
組
織

　
清
初
．
明
の
奮
制
を
承
け
、
瞬
切
の
政
務
は
皆
内
閣
に
於
で
繊
轄
し
た
塑
。
雍
疋
の
時
に
及
び

兵
を
西
北
に
用
ひ
π
る
に
よ
伽
、
魏
内
に
軍
機
露
を
設
け
、
親
磁
及
麗
距
塗
以
て
軍
機
大
臣
に
充

て
た
b
し
が
、
後
漸
く
内
閥
の
實
権
を
奪
ひ
、
君
主
を
補
弼
す
る
の
簸
轟
行
政
機
關
ε
な
れ
塾
。

庚
乎
年
間
拳
匪
の
艇
あ
る
に
及
び
、
清
帝
蒙
塵
し
、
聯
合
軍
入
窟
す
。
滴
蜜
は
鍵
法
す
る
に
あ
ら

ざ
れ
ぱ
自
潮
、
す
る
に
燈
ら
ざ
る
を
知
｝
、
特
に
『
督
辮
政
務
慮
隔
塗
畿
け
、
軍
務
大
臣
爽
助
、
李
鴻
章
等

を
以
て
之
を
領
せ
し
め
．
店
づ
け
て
岡
督
辮
大
臣
』
ε
日
ひ
爾
湖
総
醤
巌
之
潤
．
爾
江
総
督
劉
坤
一
も

弥
地
方
に
居
て
遙
か
に
癬
辮
大
距
を
髄
し
た
嚢
》
、
一
切
の
囲
箪
藩
鷺
臓
其
れ
を
し
て
商
権
詐
議



せ
し
め
ね
り
。
髄
制
今
日
の
内
閣
に
似
た
）
き
。

　
中
央
行
政
は
向
き
に
鷹
、
縄
．
芦
、
兵
、
刑
、
工
の
六
部
に
分
蕪
す
。
域
駿
十
年
総
理
衙
門
を
設
け
、
光

緒
二
十
七
年
改
め
て
『
外
務
部
駈
ピ
せ
り
。
　
二
十
九
年
に
は
『
巡
警
都
㎞
触
商
部
睡
を
増
設
し
．
三
十
二
集

に
は
商
部
を
改
め
て
『
農
工
商
部
悔
ピ
し
（
工
部
を
も
臨
併
し
た
り
、
あ
部
を
改
め
て
『
度
支
部
』
S
し
、
巡

警
部
を
改
め
て
『
民
政
郡
臨
嘘
し
．
兵
部
を
改
め
て
触
陸
軍
部
賢
G
し
．
其
内
に
別
に
『
海
軍
慮
』
を
附
設
し
．
刑

部
を
改
め
て
『
法
部
』
ξ
し
．
鞠
郵
憾
部
』
を
も
増
設
し
乾
う
。
後
、
竃
統
二
年
、
海
軍
露
を
改
め
て
禰
海
軍
部
勧

と
せ
り
。

　
　
乙
　
民
國
の
中
央
政
府
組
織

　
民
國
臨
時
政
府
成
立
の
初
め
、
『
臨
時
政
府
縄
織
大
綱
』
に
依
慷
し
、
臨
時
大
総
統
の
下
に
、
行
政
各

部
を
分
設
し
詫
る
こ
ε
頗
る
総
統
制
に
近
か
勢
き
、
（
合
衆
圃
の
蜘
く
．
9
響
魯
も庵
暢
梓
睾
に
よ
ら
す

し
て
、
纏
統
を
以
て
行
政
の
最
高
機
闘
ε
爲
す
制
度
を
日
毒
。
民
國
冗
年
正
月
三
日
臨
時
大
総

統
は
中
央
行
政
各
部
の
組
織
権
限
に
關
す
る
法
案
を
麟
議
院
奮
疇
の
立
法
部
【
提
鵬
し
、
其
議

決
を
擁
て
施
行
せ
』
（
修
疋
臨
時
政
府
組
織
大
綱
第
五
條
の
規
窺
則
ち
『
臨
時
大
総
統
は
官
翻
官

規
を
制
定
す
る
櫓
を
有
す
。
但
し
須
ら
く
遜
議
院
の
同
意
を
纐
可
し
』
に
按
照
し
て
繋
議
院
に

　
　
　
曳
那
命
日
の
怯
制
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
笠
励



　
　
　
　
支
瀦
命
日
の
濠
纏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蕊
二

堤
出
し
た
る
な
ユ
。
蕪
翻
．
禽
蹄
九
部
に
し
て
、
陸
軍
部
．
海
軍
部
、
外
糞
部
、
斑
法
部
、
財
政
部
、
内
務
部
．

教
育
部
、
賓
業
部
．
交
通
部
等
羅
れ
塗
）
。

　
元
卑
三
月
十
一
日
鞠
中
灘
疑
闘
臨
時
約
法
塾
窟
せ
ら
れ
．
臨
爵
政
府
綴
織
大
編
麗
止
せ
ら
る
、

該
約
法
は
『
國
務
総
理
』
及
魯
部
の
鴨
線
長
』
を
均
し
く
欝
し
て
鴨
國
務
鱗
馳
閥
務
大
臣
ピ
爲
し
（
第
、
瞬
十
三

條
）
、
更
に
國
務
員
は
臨
時
大
纏
続
を
輔
佐
し
て
其
責
任
を
食
ふ
ε
の
欝
を
規
室
し
た
れ
ぱ
（
第
繭

十
四
條
｝
」
中
央
政
府
は
燃
し
線
統
制
よ
勤
鍵
じ
て
責
任
内
開
制
尭
る
に
簗
れ
勤
。
元
年
三
月
下

旬
．
塞
議
院
の
議
決
を
綴
、
源
設
の
九
部
を
改
め
て
．
外
炎
部
、
内
務
部
．
財
政
部
．
陸
軍
部
、
海
軍
部
、
司
法

部
．
教
育
部
．
農
林
部
、
工
商
部
愛
通
部
等
の
十
部
ε
し
、
元
年
六
月
二
十
六
日
に
は
『
國
務
院
官
翻
曳
内

閣
官
制
》
を
頽
布
し
、
七
月
†
九
日
に
は
門
各
部
官
制
通
則
』
を
頒
窃
し
、
概
た
蘭
後
し
て
『
各
部
官
髄
愚
を

頒
布
し
た
り
。
熊
希
齢
内
閣
時
代
に
、
裁
政
の
關
銀
上
。
二
錫
よ
勢
ヤ
ニ
湘
の
問
に
、
工
商
、
農
林
の

爾
部
を
合
併
し
て
『
農
商
部
』
ε
せ
り
。

　
三
年
五
月
一
日
『
中
離
髭
國
約
法
気
新
約
法
》
公
布
せ
ら
る
。
餓
絢
濾
鳳
大
総
統
、
統
漕
穰
を
総
糖

ず
る
こ
ε
、
総
統
は
國
民
訟
騰
に
封
し
て
其
費
任
を
負
ふ
こ
蜜
｛
十
鋤
條
、
十
五
條
）
を
規
定
し
、
行
政

に
至
垂
て
は
大
繕
統
を
以
て
曽
長
と
爲
し
冒
國
務
卿
』
を
置
き
て
之
を
賛
裏
せ
し
む
る
旨
を
規



定
し
た
，
）
。
中
央
政
府
嫉
こ
、
に
於
て
途
に
内
閣
制
よ
む
優
じ
て
総
統
制
ε
な
垂
職
。

　
同
年
圖
日
、
一
つ
の
大
線
統
令
は
約
法
路
三
十
九
條
に
依
搬
し
て
國
務
院
官
割
を
塵
し
、
叉
億

の
大
繕
統
令
（
同
日
萱
約
法
の
『
行
政
は
大
総
統
を
以
て
首
長
と
爲
す
㎞
に
依
照
し
、
特
に
大
総
統
府

に
於
て
『
政
事
堂
』
を
設
け
泥
り
。
三
年
五
月
三
日
敷
令
を
以
て
呪
大
総
統
府
政
事
堂
組
織
令
』
を
公

布
し
、
尋
い
で
先
後
し
で
各
部
賞
制
を
修
正
し
陀
う
。

　
五
年
四
月
の
間
．
嚢
項
絨
、
帝
政
の
失
敗
に
因
塾
、
復
た
責
任
内
閣
融
恢
復
し
た
う
し
が
、
國
務
院

官
制
前
き
に
麿
止
せ
ら
れ
、
新
富
制
樹
ほ
未
だ
制
定
．
せ
ら
れ
ざ
る
を
以
て
、
五
年
四
月
二
十
一
冊
、

敷
令
を
以
て
『
政
府
組
織
令
隔
を
頚
布
し
、
五
月
九
日
に
は
國
務
院
令
を
以
て
『
國
務
會
議
規
則
』
を
頽

布
し
た
り
。
か
の
各
部
實
制
通
則
に
至
も
て
は
前
き
に
廠
止
を
輝
ね
勢
ε
錐
も
．
現
行
制
度
伽

ほ
頗
る
鐘
用
す
。
『
次
長
曳
次
営
｝
を
以
て
部
務
を
代
理
せ
し
む
る
親
定
の
如
き
は
是
れ
な
う
。

　
民
國
に
於
け
る
中
央
政
府
組
織
の
痩
遷
表

総
統
制
3
臨
時
政
府
成
立
の
時
よ
う
元
年
三
月
十
一
日
腰
で

内
閣
飼
ー
ー
三
年
竃
月
十
醐
日
よ
多
三
年
五
月
一
日
唆
で

総
統
制
ー
三
年
五
月
一
日
よ
う
五
年
四
月
二
十
一
日
ま
で

　
　
　
支
郷
今
日
の
懐
制
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
善
昌



　
　
　
支
弱
命
日
の
減
舗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
董
瞬

内
閣
嗣
f
l
ー
五
隼
四
月
二
十
輔
縁
以
後

　
三
、
地
方
割
度

　
　
牢
、
地
方
行
政
匿
劃

　
　
　
二
》
　
清
朝
の
地
方
行
政
臓
劃

　
清
朝
最
高
の
行
政
磁
矯
は
嶺
ε
爲
す
。
遣
之
に
次
ぎ
、
府
叉
之
に
吹
ぐ
。
騰
、
州
．
縣
は
最
下
融

た
り
ゅ
共
計
四
級
に
し
て
、
陥
級
の
多
き
こ
ε
元
代
に
異
な
ら
噸
（
覚
綱
は
省
を
以
て
蹟
を
領
し
、

路
は
府
を
領
し
、
府
は
州
を
領
し
、
州
は
縣
を
鎮
す
、
凡
そ
五
級
な
ゑ
．
敵
命
の
描
行
、
敏
捷
を
期
す
る

こ
ε
難
か
些
き
。
且
つ
や
線
督
巡
撫
の
坐
鎮
す
る
薄
嚴
ε
し
て
翻
趣
の
如
《
、
其
職
権
極
め
て
巖

漠
に
し
て
、
分
穗
甚
し
き
に
邊
ぎ
、
漸
く
尾
大
不
捧
の
勢
あ
も
た
か
し
が
．
溝
の
末
葉
、
此
患
途
に
萌

は
れ
鬼
り
。
か
の
團
匪
姦
件
に
際
し
、
東
衛
各
省
の
誌
督
《
雨
灘
総
費
劉
坤
一
、
爾
湖
纏
督
張
之
洞
、

柳
廣
纏
螢
李
鴻
章
、
聞
漸
総
欝
跡
騰
験
等
》
一
致
し
て
正
式
公
交
を
以
で
．
上
海
領
事
に
蓮
知
し
て

中
立
を
宣
言
し
．
巳
に
臓
然
ε
し
て
聯
邦
組
織
の
勢
を
示
め
し
だ
ウ
。
光
緒
三
十
二
年
、
更
に
『
東

三
省
穗
督
』
を
設
け
、
中
央
の
櫓
力
趣
に
餐
々
薄
溺
に
漣
き
澱
。

　
　
　
三
｝
民
國
の
地
方
行
政
隔
劃



　
民
國
肇
造
せ
ら
る
、
や
、
地
方
制
度
は
未
だ
改
革
に
蓬
あ
ら
ウ
、
名
構
を
殊
に
す
る
ご
羅
も
、
實

は
清
制
を
襲
ひ
た
り
．
即
ち
開
國
の
始
め
．
谷
省
多
く
は
『
都
督
隔
を
股
け
、
以
て
雀
内
一
切
の
政
務

を
辮
理
せ
し
め
た
る
な
り
．
其
職
橿
の
廣
汎
噛
な
る
是
を
前
浦
の
督
撫
に
較
ら
ぷ
る
に
、
之
k
愚

ぎ
た
る
あ
り
て
、
及
ぱ
ざ
る
傭
か
ゐ
き
。
嗣
後
、
全
國
の
人
属
、
盛
に
蹴
嫡
分
治
の
説
を
唱
へ
．
始
め

て
『
民
政
長
』
を
設
け
民
政
を
輝
理
す
る
に
竈
り
し
も
多
く
は
都
督
之
を
蒙
署
し
、
實
敏
を
牧
む

る
こ
ε
難
か
り
き
。
民
國
嵩
年
秋
、
東
南
各
省
の
濁
立
失
敗
し
、
義
践
の
勢
力
國
内
に
遍
及
す
る

に
牽
り
、
軍
民
分
治
は
始
め
て
賞
現
す
る
を
得
陀
）
。
三
年
流
周
二
十
露
日
の
激
命
は
省
官
制
、

道
官
制
、
縣
官
制
を
公
布
し
、
慶
蝿
鴎
を
改
め
て
『
縣
』
ε
し
、
地
方
行
政
臓
域
は
蓮
に
四
級
割
よ
勢

痩
じ
て
省
道
縣
の
三
級
制
ε
な
り
ね
り
。
省
に
『
巡
按
使
』
め
幽
て
鍮
爾
の
民
政
を
讐
轄
し
、
且
っ

政
府
の
特
別
委
任
を
受
け
で
、
財
政
及
司
法
行
政
並
に
其
飽
の
特
別
官
磐
の
行
政
事
務
を
監
督

す
。
省
の
下
を
遣
と
爲
す
。
禰
瀧
勢
』
を
置
き
以
て
一
道
の
行
政
憂
官
ε
爲
し
、
遣
内
の
行
政
事
務

を
執
行
す
。
道
の
下
は
縣
な
）
．
『
知
事
』
を
置
き
以
て
一
縣
の
行
政
母
官
ε
爲
し
占
総
内
の
行
政

事
務
を
執
行
す
。
各
樹
の
軍
務
鰹
至
勢
て
は
『
將
軍
行
署
』
を
齪
け
、
以
て
之
を
督
理
せ
し
め
π
勤
。

（
三
年
七
月
十
入
日
の
敏
令
は
將
軍
行
署
編
制
令
を
訟
布
せ
ウ
〉
。
警
し
巡
按
に
し
て
大
総
統
の

　
　
　
　
曳
那
命
日
の
濠
髄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五



　
　
　
噸
〔
盤
岬
今
露
岡
の
“
縢
一
闘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
囎
戯
幽
ハ

　
　
　
　
　
　
ゆ

命
を
奉
じ
、
將
軍
街
（
將
軍
嫁
ら
ざ
る
考
に
將
軍
ビ
溝
榛
な
る
驚
格
愈
輿
ふ
る
を
驚
軍
街
と
日
ゑ

を
撫
へ
、
軍
務
を
督
理
す
る
灘
は
焔
按
優
暑
内
に
璽
軍
務
灘
隔
を
讃
ぐ
轟
こ
ピ
鷲
し
た
む
（
三
年
七
月

十
入
日
の
教
令
は
遜
按
使
公
羅
附
設
軍
務
塵
縞
髄
令
を
公
嶺
せ
も
｝
．
敵
に
民
三
。
國
匹
年
の
當

時
は
一
省
の
内
、
民
政
は
巡
按
箆
を
以
て
管
轄
し
、
軍
務
は
將
軍
竃
蓼
督
理
し
驚
る
な
勢
、
匿
絨

厩
き
に
遇
ぎ
、
階
緩
精
々
繁
な
触
ε
難
も
、
然
か
も
軍
民
分
漁
を
黙
《
し
．
中
央
の
政
令
樹
ほ
地
方

に
行
は
農
た
う
。
民
園
灘
傘
六
月
嚢
項
城
逝
き
、
黎
黄
隈
織
畳
す
．
盤
ゐ
に
賭
の
、
洪
憲
の
政
墾

（
嚢
の
帝
制
｝
以
髄
、
翫
に
各
省
擾
窟
の
名
紹
頗
る
親
岐
に
渉
う
た
幽
し
か
ば
嚢
澄
凱
反
封
の
喬
省

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

長
官
は
自
ら
名
穆
を
愛
丸
π
る
な
勤
｝
．
五
隼
，
七
月
六
目
の
率
令
に
於
で
．
省
省
軍
民
長
官
の
名
囎

を
劃
噸
し
、
各
省
の
軍
務
を
癬
理
す
る
畏
官
は
『
督
軍
臨
ε
改
講
し
．
罠
政
畏
賞
は
『
雀
長
臨
《
改
欝
し
柁

勢
。
此
時
軍
民
分
治
の
制
，
爾
縢
艦
霧
す
る
を
得
鴬
勢
し
が
、
撫
州
禽
礒
蕾
時
馳
洋
軍
閥
は
徐
報

に
屡
々
會
議
せ
㍉
｝
頻
に
開
か
る
、
に
及
ぴ
、
督
軍
の
飢
を
邊
成
し
、
撫
騨
の
役
後
は
中
央
の
威
盆

々
損
し
、
各
省
督
軍
途
に
自
ら
劣
長
を
兼
職
る
を
要
求
し
、
凡
そ
省
内
め
民
欧
、
箪
務
、
財
政
等
皆
装

掌
握
す
る
所
ε
な
り
．
導
搬
横
盗
目
に
法
紹
な
く
、
中
央
政
府
．
醐
て
贅
窺
と
爲
す
に
至
れ
）
。
民

國
，
九
年
、
更
に
東
三
省
及
山
東
、
薩
隷
、
河
南
の
三
書
に
『
巡
閲
使
』
を
設
け
た
も
し
が
．
是
れ
よ
9
中
央



政
府
人
を
行
政
に
用
ゆ
る
に
、
彼
等
の
意
冒
を
乗
承
せ
ざ
る
塗
く
．
織
鯉
閣
鰻
皆
醐
て
編
僚
の
如

し
。
履
霜
堅
泳
、
そ
の
來
る
や
漸
な
り
。
蓋
し
積
重
の
勢
巳
に
腐
動
《
．
更
に
綱
縄
の
言
ふ
可
き

無
し
。

　
　
乙
、
　
地
方
自
治
の
滑
箪

　
　
　
（
一
｝
清
宋
の
地
方
自
治
制
度

　
地
方
自
治
は
前
清
の
宋
銀
光
緒
三
十
四
年
十
二
月
二
†
七
日
に
始
ま
る
。
則
ち
憲
政
編
萱

館
の
上
奏
せ
る
周
城
鎮
郷
地
方
自
泊
章
程
』
及
『
城
銭
郷
地
方
霞
漕
選
麟
章
程
駄
此
の
日
に
頒
布
せ
ら

蜘
た
る
な
り
。
自
治
躍
麗
の
規
定
に
依
撮
す
る
に
、
下
級
地
方
闘
治
は
城
、
鎭
．
郷
の
三
匿
に
分
か

セ
れ
、
府
．
州
、
縣
．
爵
の
城
廟
地
方
を
噸
城
』
‘
爲
し
、
其
除
の
市
．
鎭
、
村
．
蕪
、
屯
．
集
鄭
の
地
方
に
し
て
人
口
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

萬
以
上
を
有
す
る
も
の
を
暢
銚
』
豊
し
、
五
萬
に
備
泥
ざ
る
も
の
を
『
郷
㎞
ε
し
た
参
。
而
し
て
自
治
髄

の
職
権
は
、
該
章
程
之
を
列
暴
し
泥
り
。
是
に
由
れ
ぱ
二
雍
餓
郷
の
羅
務
三
｝
城
鎮
郷
の
衛
生
…
｝

城
鎮
郷
の
遣
路
工
程
（
壌
城
餓
郷
の
農
工
商
務
（
璽
城
鎭
郷
の
韓
暴
｛
慈
欝
講
業
及
其
の
飽
の
砒
會

政
讐
繋
六
｝
城
鎮
郷
の
公
爽
懸
業
（
七
｝
自
治
事
務
を
辮
理
す
る
爲
め
に
敷
項
を
籍
薬
す
る
こ
ε
（
入
）
其

他
本
地
方
の
習
慣
に
よ
り
．
向
き
に
紳
董
の
弊
理
に
踊
し
、
繁
ピ
弊
㈱
な
か
幽
し
各
種
の
事
項
蝶

　
　
　
曳
那
命
日
の
法
割
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七



　
　
　
曳
霧
命
騒
の
漕
鵠
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
湿
入

に
在
り
。
　
自
治
饅
の
組
織
に
蟻
◎
て
は
、
城
、
嬢
は
『
議
事
會
』
を
設
け
て
議
撫
機
繭
豊
爲
し
、
『
董
轟
會
』

を
畿
砂
て
執
行
機
關
ε
し
、
郷
は
議
麟
會
を
設
け
て
議
決
機
瞬
ε
爲
し
．
遡
郷
董
触
を
設
け
て
執
行
機

露
ピ
し
た
今
。
而
し
て
縫
察
働
議
曼
は
選
畢
民
之
を
選
雛
し
．
城
繊
癒
巌
霞
の
総
董
二
名
董
事

（
一
名
乃
至
三
名
》
及
郷
の
郷
驚
二
名
ほ
議
事
會
が
其
麗
内
の
選
轟
畏
に
就
《
選
幽
し
、
該
管
地
方

官
の
逡
選
（
欽
人
の
候
補
灘
に
就
《
更
に
選
ら
ぷ
を
目
ふ
義
越
舞
竃
を
綴
て
之
を
佳
用
す
る
も

の
ε
せ
ら
れ
た
）
。
叉
城
繍
郷
の
自
泊
職
は
該
管
地
方
官
之
を
監
欝
す
。

　
宣
統
元
年
十
二
月
二
十
四
日
陥
京
師
地
方
自
治
章
程
』
及
囎
窟
紳
地
方
肖
溶
選
暴
章
程
』
頒
窃
せ
ら

る
。
自
治
章
程
の
規
定
に
依
る
に
、
其
職
権
の
範
園
は
城
鏡
郷
自
漕
壌
程
規
定
せ
る
厨
の
者
ε

相
同
じ
。
　
其
組
織
に
羅
ウ
て
も
亦
議
事
會
を
設
け
て
議
淡
縫
欄
と
し
、
董
講
會
を
設
け
て
執
行

機
關
ε
せ
墜
。
た
讐
之
に
掘
り
て
は
二
級
に
分
ち
、
『
麗
議
癖
會
属
憾
薫
轟
會
駄
憾
『
総
議
事
會
』
『
総

董
事
會
』
ε
し
た
り
。
　
叉
劇
漕
鑑
督
は
、
内
城
、
外
城
に
在
塾
て
は
各
麗
冨
巡
瞥
籔
畏
臨
を
以
て
監
督
せ

し
め
．
『
遜
警
絡
塵
』
り
爵
長
を
爆
て
纏
監
督
ε
爲
し
た
｝
。
爾
者
襲
に
成
愈
鵬
政
部
に
受
く
る
竜

の
ε
す
ρ
そ
の
外
郊
地
方
は
鴨
歩
軍
統
領
』
衙
門
よ
り
員
を
涙
し
で
之
に
兜
つ
る
ご
ε
ε
し
た
参
。

　
宣
統
元
年
十
二
月
二
十
七
日
『
府
鵬
州
縣
地
方
自
治
章
程
㎞
及
鞠
府
鵬
州
縣
地
方
自
治
逡
畢
章
程
』



頒
布
せ
ら
る
。
該
章
程
の
規
定
を
見
る
に
、
其
職
権
は
璽
ご
地
方
の
公
鍵
轟
務
に
し
て
、
府
．
鱒
、
州
．

縣
の
全
瞳
に
關
す
る
か
成
は
城
、
銭
、
郷
の
婚
任
し
能
は
ざ
る
も
の
（
曇
國
家
の
行
政
或
は
地
方
行

政
事
務
に
し
て
．
法
律
命
令
を
以
て
地
方
自
治
職
に
灘
理
を
婁
任
し
彪
る
も
の
等
是
れ
な
う
。

其
紐
織
は
府
、
鹿
、
州
、
縣
の
磯
講
禽
及
萱
事
會
を
以
て
議
決
機
關
ε
爲
し
．
府
』
題
．
州
．
縣
の
長
官
そ
の

執
行
機
關
を
廉
ね
た
）
、
叉
府
臆
州
縣
の
自
治
は
該
省
の
総
督
巡
撫
之
を
監
督
し
、
傍
ほ
成
を

民
政
部
及
關
係
各
部
に
受
く
る
も
の
と
し
た
う
。

　
拘
も
前
清
の
地
方
自
澗
制
度
は
城
鎭
郷
を
以
て
下
級
ξ
し
、
府
鵬
州
縣
を
中
級
ε
し
た
る
も

の
に
し
て
、
其
簿
備
は
か
の
開
立
憲
姦
宜
清
軍
気
立
憲
政
治
樹
立
に
關
す
る
九
年
準
備
案
を
日
ふ
｝
に

定
め
ら
れ
た
る
も
の
塗
り
。
城
鎭
郷
自
治
機
關
は
既
に
そ
の
第
六
年
日
に
成
立
を
限
も
（
宜
銃

元
年
｝
．
府
臆
州
縣
自
治
機
開
は
第
七
年
旦
宣
統
二
年
π
成
立
を
限
ら
れ
驚
る
も
の
な
套
。

　
（
二
》
　
民
國
の
地
方
自
泊
制
度

　
民
國
の
地
方
自
治
は
罠
圃
二
年
前
は
傍
ほ
清
制
を
澹
ひ
た
）
。
蕊
年
二
月
四
日
大
総
統
魯

は
、
各
蔽
の
自
治
會
を
肋
決
胤
紀
の
機
關
な
り
ε
し
．
各
地
方
現
識
の
餐
級
霞
治
會
を
停
辮
す
る

こ
ピ
を
命
じ
．
且
つ
内
務
部
が
新
に
自
治
制
度
を
驚
訂
す
可
き
こ
と
奮
聾
明
し
だ
塾
。
尋
ゐ
で

　
　
　
　
支
螂
今
躍
の
法
髄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
颪
九



　
　
　
　
曳
那
今
日
の
瀧
講
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
武
〇

三
隼
十
二
月
二
十
九
日
の
法
律
繁
二
號
は
欄
地
方
自
治
試
宥
條
倒
隔
を
公
灘
し
、
復
髭
聾
年
四
月
十

九
日
の
致
命
は
『
地
方
自
滑
賦
行
僚
倒
細
則
臨
を
公
窟
し
海
む
、
繊
慷
倒
の
規
定
を
按
す
る
に
、
縣

を
匿
に
分
ち
（
一
縣
の
自
漕
臓
は
鱒
麗
乃
至
六
匿
を
設
《
る
こ
ε
奮
得
。
二
縣
以
上
合
欝
の
縣

に
在
り
て
は
、
増
し
て
八
臓
に
戴
る
を
得
｝
、
躍
の
戸
口
、
一
麗
の
串
均
額
以
上
に
逡
す
る
も
の
は
合

議
制
と
爲
し
、
匿
董
（
岡
霜
胃
濫
麟
（
六
名
乃
垂
十
名
蓄
設
緋
て
議
決
機
聞
と
し
．
籔
董
を
以
て
執
行

機
關
ε
せ
り
。
匿
の
員
“
。
噌
簾
の
季
均
額
に
満
た
ざ
る
も
の
は
膿
鋤
割
ε
爲
し
、
僅
か
に
匿
董

網
名
を
設
け
て
自
治
事
賞
を
辮
理
せ
し
む
。
而
し
て
其
職
権
は
本
甑
の
衛
生
、
慈
善
、
激
育
．
交
通
，

工
商
事
項
、
並
に
法
令
及
鑑
督
宵
署
よ
◎
委
託
せ
ら
れ
た
る
嚇
項
麿
弊
理
す
る
に
在
銭
。
且
つ

縣
知
峯
を
以
て
監
督
機
關
と
せ
勤
。
但
し
此
制
．
絡
に
頒
布
せ
ら
れ
な
ら
ε
錐
も
未
だ
實
行
せ

ら
れ
ざ
る
な
り
。

　
民
國
入
年
九
月
七
日
の
法
律
第
十
二
號
は
『
縣
自
治
法
脳
盈
公
雅
し
、
十
年
六
月
十
八
日
の
教
令

は
『
縣
自
治
法
施
行
細
則
b
を
公
布
せ
6
。
此
日
復
柁
敢
令
を
以
て
『
縣
識
轡
議
員
選
奉
規
則
』
を
公

布
す
。
此
等
の
法
令
に
ょ
れ
ぱ
、
縣
自
治
團
膣
は
法
人
に
し
て
敢
轡
愛
蜷
”
水
利
、
土
木
、
勘
業
．
公
共

血．

鷺
業
、
衛
生
、
慈
善
、
其
他
法
令
に
ょ
う
縣
自
治
に
燭
す
る
の
聯
務
を
露
理
ず
。
其
魍
織
に
至
夢
で



は
、
縣
議
食
あ
勢
て
議
決
機
關
ε
な
り
、
滲
事
會
あ
り
て
執
行
機
關
に
嘗
ぬ
晒
今
．
自
泊
の
基
礎

か
く
の
如
く
に
し
て
樹
立
す
る
を
縄
た
る
な
り
。

　
十
年
七
月
三
日
の
激
命
は
門
市
腐
治
制
』
を
公
布
し
、
同
日
別
の
敢
命
は
『
郷
目
治
制
』
を
公
布
し
π

）
。
此
等
法
令
の
規
定
に
嬢
勤
、
城
銭
は
康
止
せ
ら
れ
て
均
し
く
粛
ε
総
せ
ら
れ
、
是
よ
ら
『
裁
鎭

郷
自
滑
』
は
改
2
う
て
『
市
郷
肉
治
』
ε
な
）
、
且
つ
市
郷
は
認
め
ら
れ
て
法
人
と
爲
う
，
法
令
の
範
園

内
に
於
て
自
治
に
干
す
る
借
項
の
事
務
を
辮
理
す
る
に
簸
む
泥
り
．
其
職
構
は
列
暴
せ
ら
れ

ず
、
翠
に
概
括
し
て
自
治
に
關
す
る
各
項
の
事
務
を
辮
理
す
ピ
定
め
ら
れ
、
縣
自
治
團
騰
の
職
橿

に
較
ら
ぷ
る
に
．
其
範
園
推
廣
な
）
。
其
組
織
は
、
市
に
『
市
肉
治
會
隔
囲
宙
盛
箏
會
』
め
塾
て
議
決
機

關
ε
な
）
、
市
職
員
、
其
の
軸
行
機
關
た
り
。
郷
は
『
郷
自
治
會
』
を
“
し
て
議
漉
機
關
ε
爲
｛
、
『
郷

自
治
公
所
』
を
執
行
機
關
ε
し
陀
り
。
其
監
督
機
關
に
竈
修
て
は
、
市
蔓
普
蝋
の
縣
知
事
、
都
市
は

内
務
部
、
英
他
の
特
別
市
は
地
方
最
高
行
政
長
官
を
場
て
せ
套
。
郷
竜
亦
縣
知
事
を
以
て
鷹
接

に
監
督
す
。

　
十
年
六
月
；
十
三
日
の
敢
命
は
『
省
幽
事
會
條
例
』
を
倭
布
す
。
原
と
霜
は
省
議
會
を
有
す
る

に
、
今
復
た
滲
事
會
を
殴
け
だ
り
。
現
行
制
度
織
ほ
『
省
自
治
晦
の
省
塗
し
ε
雄
も
、
其
自
治
の
塞
礎

　
　
　
　
曳
那
今
日
の
濾
腿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一



　
　
　
支
瀦
今
日
の
濠
劉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
穴
二

腕
に
備
は
れ
る
な
｝
。

　
閃
、
　
各
省
立
法
機
閲
の
漁
革

　
《
＝
清
末
の
各
省
立
法
機
醐

　
各
省
が
立
漆
機
關
を
宥
す
る
に
羅
う
驚
な
は
亦
前
滴
の
末
簾
よ
幽
始
機
る
。
灘
緒
三
十
圏

年
ム
ハ
月
二
十
七
日
、
憲
凱
駅
餓
纐
轡
蕊
羅
の
上
塞
マ
し
驚
る
『
諮
議
局
”
畜
撃
灘
輪
及
触
軸
鰍
議
幽
紺
賄
繊
“
艮
撰
”
魔
常
軍
程
』
等
一
頒

布
せ
ら
れ
、
宣
統
元
隼
、
昏
嶺
の
講
畿
局
先
後
し
て
成
立
し
た
勤
、
撫
竜
講
議
局
の
設
け
ら
れ
た

る
は
、
輿
論
を
探
取
し
、
装
筋
を
し
て
全
省
の
利
病
を
携
醸
し
て
鵡
方
の
漕
安
を
簿
謙
せ
し
む
る

と
岡
時
に
．
資
政
院
に
尉
す
る
儲
才
の
階
と
爲
す
が
爲
め
な
臨
叢
畿
髄
醸
逡
墨
斑
覆
逡
を
矯
ひ

て
之
を
逡
出
す
。
職
幟
は
該
輩
樫
之
を
列
墨
し
て

一
、

二
、

三
、

四
．

流
、

本
省
態
さ
に
興
し
慮
さ
に
革
す
可
き
事
件
を
議
撫
す
る
こ
ピ

本
省
の
歳
出
入
豫
銘
を
議
決
す
る
こ
と

本
省
歳
出
入
の
決
錬
を
議
決
す
る
こ
ε

本
省
の
税
法
及
公
債
に
關
す
る
事
件
を
議
決
す
る
こ
ε

本
省
の
塘
任
せ
る
醜
務
の
増
加
に
開
す
る
事
件
を
畿
決
す
ゐ
鑑
ご



十九入七六、、’℃、、

本
省
に
の
み
行
は
る
、
躍
程
規
則
の
増
捌
修
改
を
畿
訣
す
あ
こ
ピ

本
省
櫓
利
の
祥
麟
を
織
決
す
る
こ
ε

費
政
院
議
員
を
懸
暴
す
る
こ
ε

資
政
院
の
譜
胸
に
巾
覆
す
る
こ
ε

総
督
巡
撫
の
欝
駒
に
申
覆
す
る
こ
ε

　
十
一
、
本
省
自
治
奮
の
綿
議
を
公
断
和
解
せ
し
む
る
こ
ε

　
十
二
．
本
省
の
自
治
禽
成
は
人
民
の
陳
請
せ
る
建
議
を
牧
受
す
る
こ
ε

と
し
た
郵
。

　
（
二
｝
民
國
の
各
省
立
漆
機
關

　
民
國
の
初
元
、
各
雀
は
立
法
機
關
の
成
立
を
待
ち
た
う
し
が
．
多
く
拭
膚
ら
規
章
を
訂
し
．
臨
時

省
議
曾
を
福
集
し
π
り
。
然
る
に
元
年
九
月
四
日
の
臨
轄
大
総
統
金
は
『
省
議
會
議
員
選
墨
法
』

を
公
布
し
、
十
月
二
日
の
臨
時
火
総
統
令
は
『
省
議
會
議
員
選
畢
法
施
宥
細
則
』
を
公
布
し
泥
郵
し

か
ぱ
．
各
省
省
議
會
の
選
暴
法
令
．
始
め
て
劃
一
に
購
し
た
う
。
共
観
厩
國
二
年
四
月
二
日
。
法
律

第
二
號
は
『
省
議
曾
暫
行
法
』
を
公
布
し
、
雀
議
會
の
緻
織
職
穰
、
始
め
て
準
縄
あ
る
に
蚕
れ
齢
。
共

　
　
　
曳
那
今
日
の
法
制
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
蕊



　
　
　
実
灘
命
縫
の
濾
繋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幾
麟

稀
し
て
暫
行
ε
爲
す
は
憲
法
巾
地
雰
購
度
窃
ほ
濠
だ
確
駕
甘
び
灘
が
故
な
勤
、
莫
織
擢
は
暫

行
法
之
を
列
暴
し
て

　
鷲
本
省
に
の
み
行
は
る
、
糠
鯛
を
議
訣
す
。
鐙
し
法
継
麟
餐
に
抵
鰯
燈
ざ
る
を
以
｛
織

　
　
　
塾
ε
爲
す
。

　
二
、
　
本
省
の
豫
算
及
決
算
を
畿
決
す

　
三
、
省
税
及
使
用
餐
．
規
擬
の
徽
牧
を
議
映
す
。
握
し
漉
律
禽
餐
肌
規
慰
あ
る
も
の
拭
此
限

　
　
　
に
あ
ら
す

　
四
、
省
債
の
募
集
及
槻
雁
に
鳥
櫓
を
生
煙
し
む
る
契
約
潔
罐
決
オ

　
五
、
　
本
省
の
財
産
茂
懸
逡
物
の
慮
分
並
に
買
入
を
議
決
す

　
六
．
　
本
省
の
財
産
及
犠
逡
物
の
管
運
方
法
を
議
淡
す
。
　
罎
し
法
律
命
令
弧
観
定
あ
る
も
の

　
　
　
は
此
限
に
あ
ら
率

　
七
．
省
の
行
政
憂
窟
の
勝
胸
麟
仲
に
答
覆
す

　
入
、
本
省
人
民
の
本
雀
行
政
に
闇
し
講
顛
せ
る
事
僻
を
曙
灘
す

　
九
、
　
本
省
の
行
政
及
装
飽
の
轟
件
に
關
す
る
慧
見
を
以
て
．
欝
費
繭
縫
宜
に
建
議
す
る
こ
ε



　
　
　
を
得

　
十
、
其
他
法
令
に
よ
り
鰹
さ
に
省
議
會
が
議
決
す
可
き
瑠
件
を
畿
決
す

　
ε
し
た
り
。
此
外
か
雀
議
禽
は
本
省
行
政
長
官
の
違
濾
賀
爲
に
珊
し
て
灘
劾
案
を
提
幽
し
、

内
務
総
畏
を
経
由
し
て
．
國
務
會
議
に
提
交
し
、
嶋
を
懲
辮
し
、
塞
賓
行
欧
腐
輿
の
蓮
法
茂
納
賄
情

事
に
封
し
て
は
、
省
の
行
政
縫
官
に
盗
請
し
て
之
を
査
携
す
ゐ
脅
轡
る
の
規
建
な
ウ
。
叉
省
議

會
議
員
に
し
て
本
省
の
行
政
轟
項
に
封
し
疑
義
あ
る
時
は
．
密
の
行
蚊
憂
嘗
臆
詞
ひ
｛
質
問
書

を
提
出
し
、
期
を
限
う
て
符
覆
せ
し
む
る
か
、
或
は
省
會
に
甑
舞
て
客
辮
す
る
脅
請
求
し
霧
る
竜

の
ε
せ
ら
輪
泥
蜘
。

　
三
年
二
月
二
十
入
日
．
大
総
統
倉
は
谷
省
省
議
會
を
解
散
し
た
亟
し
が
、
降
て
践
年
兎
月
の
閥

に
至
勢
、
項
城
世
を
瓶
き
．
覆
破
綴
偲
し
、
各
樹
省
議
會
始
め
て
櫨
復
す
る
を
得
鶯
今
。
其
法
令
に

至
｝
て
は
、
西
南
各
省
巾
欝
憲
法
を
翻
建
し
．
髭
る
も
の
を
鹸
く
の
外
か
は
艶
ほ
愛
更
な
し
。

　
四
．
司
法
機
開
及
鵠
適
用
法
令

　
　
甲
、
　
司
法
機
關

　
　
　
（
ご
前
清
の
司
漁
機
闘

　
　
　
曳
郷
今
闘
の
濾
麟
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嚢
翼



　
　
　
支
郷
今
騒
の
逡
麟
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
熟
六

　
前
清
光
緒
三
十
二
隼
以
前
に
鞭
墾
て
は
、
外
省
は
知
縣
驚
知
府
．
瀧
姦
議
触
総
督
．
巡
撫
に
至
る
設

で
、
寡
師
は
刑
部
．
戸
部
辱
大
理
寺
、
都
察
院
等
の
機
關
、
皆
審
鵯
繊
を
有
匙
。
b
改
ピ
禰
溝
と
混
合
し
た

る
こ
ご
今
日
の
司
法
ご
並
論
す
る
能
は
す
。

　
光
緒
三
十
二
年
洞
部
を
改
め
て
腕
法
部
』
ε
爲
し
、
司
法
行
政
を
轟
縛
せ
し
め
．
『
大
理
綻
』
以
下
各
織

の
審
舗
璽
裁
鵯
瞳
を
設
け
泥
西
、
窯
十
三
卑
、
『
法
院
編
湖
法
隔
を
顯
灘
し
．
宣
統
元
年
に
は
『
各
省
城

商
埠
各
蔽
審
鋼
爵
編
制
火
綱
紮
を
公
窃
せ
う
。
是
れ
司
法
露
行
救
ピ
の
分
立
の
始
な
れ
ど
も
、
然

か
も
京
顔
．
以
外
は
米
だ
撫
行
す
る
に
及
ぱ
ざ
ウ
き
。
恥
ち
寒
師
の
法
院
を
以
て
論
す
る
に
、
創

辮
の
時
な
り
し
か
ぱ
法
営
は
多
く
欝
人
を
用
ひ
．
供
塑
供
蓮
、
諏
問
ぼ
全
く
藷
式
を
取
勤
、
飛
訊
の

方
法
實
に
未
だ
革
除
せ
ら
れ
ず
、
辮
護
士
制
度
も
爾
ほ
未
だ
採
鵬
せ
ら
れ
ず
．
規
模
粧
ぼ
具
は
れ

り
ε
羅
も
、
亦
徒
に
其
名
を
有
し
驚
る
の
み
。

　
　
（
二
》
　
民
國
の
司
法
機
關

　
民
國
の
司
法
機
闘
は
分
ち
て
三
種
ε
爲
す
こ
ε
を
得
可
し
．
．
（
ご
．
醤
麺
法
院
三
》
、
蒙
理
司
法

法
院
§
『
特
別
法
院
。

　
　
T
｝
普
通
法
院



　
『
法
院
編
制
法
』
は
日
本
に
模
倣
し
、
四
級
三
審
制
を
探
う
．
『
初
蔽
縢
鞠
地
方
羅
編
高
等
嵯
鵠
大
理
院
』

（
吾
が
大
審
院
に
當
る
》
を
設
く
。
　
而
し
て
民
刑
案
件
を
分
ち
て
．
初
級
管
轄
、
地
方
管
轄
、
大
理
院
特

別
管
轄
の
三
種
ε
爲
し
、
初
級
騰
管
轄
案
件
は
地
方
騰
を
以
て
第
二
審
と
し
、
高
等
麟
を
絡
審
ε

し
泥
り
。
　
地
方
騰
管
轄
鍵
仲
は
高
等
鵬
を
以
て
第
二
審
ε
し
、
大
理
院
を
絡
審
ε
し
、
大
理
院
の

管
轄
案
件
は
第
輔
寝
即
ち
絡
審
た
る
な
・
り
。
後
、
経
費
、
人
材
簿
種
々
の
關
係
に
困
り
、
初
級
顧
を

撤
裁
し
、
改
め
て
地
方
鵬
の
分
庭
を
設
け
、
初
級
案
仲
を
管
轄
せ
し
め
、
醜
じ
て
虚
幽
級
制
ご
爲
し

ね
り
。

　
　
　
　
　
ゆ
　
　
ゆ

　
大
理
院
は
全
國
の
上
皆
案
仲
を
管
轄
す
。
　
然
れ
ど
も
民
國
誠
年
以
後
．
贋
東
閥
川
の
二
省
は

溺
に
大
理
院
を
設
け
た
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
ゆ

　
法
院
編
制
法
を
按
ず
る
に
、
京
師
を
距
る
遽
き
か
或
は
交
瓶
不
慣
凍
る
地
方
は
『
大
理
分
院
』
を

設
く
る
を
得
ε
あ
）
。
然
れ
ど
も
今
に
至
）
て
未
だ
凶
雀
戦
齪
立
せ
る
も
の
有
ら
ざ
る
な
ケ
。

　
高
等
爵
は
新
彊
省
を
除
く
外
か
、
各
省
均
し
く
巳
に
設
立
せ
む
、
そ
の
省
域
を
去
る
蓮
き
か

或
は
．
交
通
不
便
の
地
方
は
鴨
分
圏
』
禽
等
分
廃
｝
を
設
立
し
た
今
。

　
地
方
廃
及
初
級
晦
（
幌
雀
は
分
庭
｝
は
國
土
幅
員
遼
闊
に
し
て
、
胤
つ
財
政
圃
難
な
る
に
函
勤
．
省

　
　
　
支
那
今
日
の
法
制
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七



　
　
　
支
解
今
践
の
法
離
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
穴
凡

城
及
各
商
埠
を
除
ぐ
簿
か
、
多
ぐ
は
濃
だ
設
立
せ
斐
．
初
級
管
輪
壌
縛
は
暫
ら
く
縣
知
事
之
を

蒙
理
せ
う
。

　
　
（
2
｝
司
法
を
蒙
理
す
る
法
院

　
司
法
を
蒙
狸
す
る
法
院
は
就
隼
燃
々
鍵
更
を
経
陀
む
．
疑
瞬
二
隼
に
は
、
善
癒
法
院
未
設
の

地
方
に
於
て
『
審
搬
駈
髄
を
齪
け
驚
む
し
が
．
．
三
隼
之
を
磨
止
し
、
戦
縣
知
解
罐
鯉
鶏
法
事
務
暫
行
條
例
』

を
訂
し
て
、
各
縣
の
司
法
鵡
務
を
全
《
縣
知
事
の
塵
理
に
婁
ね
た
辱
。
　
五
隼
．
改
め
て
『
縣
司
法
公

署
』
を
設
げ
た
り
し
も
、
後
旗
駕
蜜
行
せ
ら
れ
す
、
現
在
は
髄
ほ
縣
蜘
麟
の
簾
理
す
る
駈
な
今
。
試

に
其
等
の
匹
別
に
就
て
賂
醤
せ
ん
。

　
按
す
る
に
縣
知
事
兼
環
司
濾
條
例
は
審
鋼
と
搬
察
事
務
・
篭
を
分
か
紀
肇
．
悉
《
縣
知
事
が
纏

理
す
る
竜
の
に
し
て
、
『
承
簿
髄
蜘
鋼
察
に
相
當
す
ぼ
僅
に
共
繍
助
の
地
櫨
に
立
つ
雀
塵
。
　
然
る

に
審
鍬
所
（
三
年
慶
止
の
ぽ
懸
知
礁
專
ら
搬
察
事
務
を
執
行
し
．
審
判
は
「
揃
審
員
』
へ
判
事
に
相
當

す
｝
賛
任
を
負
ひ
、
審
制
ε
搬
鑛
ピ
は
之
を
分
ち
て
二
と
し
た
る
な
鉢
。
　
敏
に
之
を
縣
知
事
が
完

全
に
黛
理
す
る
に
較
ら
ぷ
れ
ぱ
、
彼
、
此
よ
）
も
善
か
参
き
。
縣
司
法
公
轡
組
織
章
舞
五
年
度
の
》

は
略
ぽ
二
年
度
の
審
槍
所
の
制
に
倣
ひ
、
稽
改
善
を
加
へ
驚
轟
も
の
賦
し
て
、
之
を
審
鍛
斯
と
比



較
す
る
に
典
第
二
條
に
縣
司
決
公
署
は
審
釧
官
及
縣
知
購
を
以
て
細
織
し
、
審
判
官
は
高
等
鵬

よ
ら
司
法
部
に
呈
請
し
て
任
命
し
、
薦
奨
奏
任
に
同
じ
葎
遇
を
受
く
ε
め
今
て
、
審
検
厨
の
謝
審

員
が
縣
知
事
よ
勢
高
笛
縢
に
呈
請
し
て
任
命
せ
ら
る
、
に
繊
ざ
る
な
駐
。
叉
之
を
現
制
廊
縣

知
察
黛
理
制
度
蔦
鮫
ら
ぷ
る
に
、
縣
司
法
公
署
組
織
章
群
は
審
刺
離
務
に
關
し
て
は
審
剰
官
完

全
に
責
任
を
負
ひ
、
縣
知
鰯
之
に
干
渉
す
る
こ
ε
を
得
す
ε
明
に
嫁
め
、
以
て
審
判
、
検
察
の
二
者

を
分
ち
た
り
。
近
く
．
聞
く
、
司
渋
部
復
泥
通
令
し
て
、
各
省
に
翻
律
に
之
を
設
け
し
む
る
の
議
あ

り
《
。
縣
司
怯
公
署
を
殴
く
る
に
於
て
は
、
輝
費
精
省
か
る
、
が
故
に
．
普
逓
法
院
未
だ
普
及
せ

ざ
る
以
前
に
在
り
て
は
、
此
類
制
度
、
亦
厚
く
葬
ε
す
可
き
に
あ
ら
ぎ
る
に
韻
た
勤
。

　
雲
宿
省
の
縣
佐
二
縣
内
の
要
地
k
置
か
る
、
行
政
官
准
）
。
縣
知
事
の
下
位
に
あ
互
．
新
腿

省
昌
吉
縣
の
呼
圏
壁
縣
佐
、
底
隷
省
の
大
浩
縣
佐
、
雲
南
省
の
井
槍
舞
の
飽
に
置
か
れ
た
る
『
封
訊

督
辮
』
及
『
所
管
訊
長
』
（
此
鰹
の
地
方
の
行
政
官
、
四
川
省
の
邊
境
地
力
に
鐙
か
れ
托
る
『
屯
務
委
員
』

（
行
政
官
｝
等
は
．
或
嫉
地
方
遼
閥
に
し
て
交
通
不
便
な
る
が
爲
め
．
戴
は
訴
訟
を
審
理
す
る
こ
ε
就

に
久
し
く
、
一
時
の
更
張
に
便
な
ら
ざ
る
が
爲
め
．
糊
ほ
覇
法
を
兼
理
す
る
の
法
院
と
せ
ら
れ
箆

雪
9
0

　
　
　
支
螂
今
日
の
法
劉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
九



　
　
　
　
支
瀦
命
日
の
法
罐
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
O

　
　
（
3
》
特
別
法
院

　
特
別
法
院
は
甚
だ
多
し
．
妓
に
鋼
暴
す
る
に
左
の
如
し
。

　
　
一
．
新
羅
覇
．
法
簿
備
慮

　
民
國
元
年
各
省
は
『
司
法
欝
耀
慮
』
を
設
立
せ
勢
。
實
に
灘
覇
濠
鰯
燦
に
糟
ひ
、
愚
渡
に
纏
宜
す

る
の
辮
法
た
参
し
な
勤
。
浦
し
て
雛
備
露
は
全
省
の
司
法
行
激
融
雛
埋
す
る
の
み
な
ら
す
．
覆

鋼
（
覆
審
及
上
訴
の
案
件
も
亦
之
れ
を
讐
轄
し
た
う
し
が
、
二
隼
九
月
．
蕎
省
に
高
等
騰
成
立
す
る

に
逮
び
、
司
法
部
は
一
律
に
之
を
撤
裁
し
た
参
。
　
た
讐
新
鵬
省
鳳
欝
聴
高
等
騰
を
設
立
す
る
に

力
無
き
を
以
て
猫
り
緩
裁
を
請
ひ
、
命
に
至
つ
て
織
ほ
依
然
ε
し
て
霧
在
す
、

　
　
二
　
熱
河
都
統
署
．
繍
綴
都
統
署
．
察
蛤
爾
都
統
署
．
審
剣
露
、
翰
寛
國
審
判
灘
，
庫
島
科
唐
鐘
守

　
　
　
　
使
審
釧
慮
。

　
熟
河
、
臨
毅
、
察
吟
爾
の
三
『
特
別
行
政
匿
』
に
於
け
る
審
劉
鷹
の
総
繊
難
隈
に
し
て
、
各
省
の
高
等

塵
と
不
同
の
話
は

　
一
、
　
各
盟
施
並
に
蒙
民
の
第
繍
審
訴
訟
事
件
を
受
理
す
る
ゆ
魎
ε

　
二
、
　
検
察
制
度
を
探
用
せ
ざ
る
こ
ξ



　
三
、
露
長
は
行
政
営
だ
る
蹴
勢
之
を
盆
任
し
得
る
こ
と

　
四
、
審
理
員
一
人
を
以
て
審
到
櫨
を
執
行
す
る
こ
と

等
に
在
り
。
　
始
克
隅
審
剣
臓
及
ぴ
罐
、
鳥
。
科
．
唐
鐘
守
使
署
内
の
審
判
魔
の
組
織
盤
限
は
賂
ぽ
圃

じ
o
（
庫
は
庫
倫
、
烏
は
鳥
璽
雅
蘇
盛
、
科
は
科
布
多
簿
唐
は
唐
努
轟
簗
海
に
し
て
此
等
の
地
方
に
は

軍
民
薦
政
の
長
官
と
し
て
鎮
守
便
を
置
く
。
）

　
　
三
、
　
黎
腐
各
勝
，
露
蕃
劃
露

　
察
吟
爾
の
各
旗
、
各
鶴
は
源
ε
『
理
刑
官
』
め
り
て
、
剛
旗
圃
露
の
簾
醐
審
訴
訟
を
管
理
し
ね
ウ
し

が、

民
國
四
隼
理
珊
官
を
改
め
て
『
審
理
員
』
ご
し
た
伽
。
而
し
て
審
嚇
ば
審
鋼
員
一
人
を
以
て
之

を
行
ひ
、
検
寝
官
を
設
け
ず
。
初
級
及
地
方
の
第
一
審
案
魯
を
管
轄
す
。

　
　
四
、
　
察
吟
爾
都
統
颯
附
設
の
地
方
庭

　
こ
の
地
方
庭
は
窟
師
及
ぴ
番
樹
の
地
方
踵
ε
趣
織
を
岡
じ
5
せ
か
。
檎
察
官
を
設
け
ざ
る

の
み
な
ら
ず
、
其
管
轄
も
亦
甚
据
特
別
な
り
。
則
ち
察
驕
審
劃
鵬
の
初
級
管
轄
の
第
二
審
案
件

を
審
理
す
る
外
か
、
箪
》
察
吟
爾
都
統
署
の
檀
案
（
？
｝
乞
｝
簗
噛
爾
都
統
が
特
に
審
到
を
命
じ

た
る
案
件
｛
特
焚
之
纂
件
｝
（
璽
察
吟
爾
官
糞
の
犯
賊
案
等
を
も
審
理
す
。

　
　
　
　
曳
郡
命
日
の
濾
舗
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曳
那
命
麟
9
盤
馴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竜
二

　
　
流
、
　
阿
爾
暴
審
勃
駈

　
審
劃
厨
の
組
織
纏
限
欝
な
寮
瞭
爾
に
局
¢
。

　
　
ゐ
ハ
、
　
懲
払
佃
盗
匪
訟
皿
飾
瞥
の
吻
画
鶴
騨
留
甲
官

　
軍
隊
の
駐
筏
地
方
に
於
て
箪
人
の
手
を
総
て
盗
賊
匪
捷
を
象
獲
し
た
る
場
合
に
は
『
．
懲
懸
盗

匪
法
』
に
よ
蚕
、
之
を
法
院
に
壷
せ
す
、
高
級
軍
官
審
鋼
す
る
も
の
ビ
せ
辱
．

　
　
七
、
歩
軍
統
傾

　
歩
軍
統
領
（
北
京
に
荘
む
て
、
莫
濱
蜜
に
任
す
る
憲
兵
》
は
離
清
鱒
代
に
窟
郵
て
は
、
京
畿
地
方
の

刑
事
案
件
を
管
轄
し
た
勢
し
が
、
民
闘
に
入
ら
て
京
翻
に
法
驚
を
設
立
し
髭
る
結
果
、
歩
軍
統
甑

の
権
限
ピ
衝
突
し
、
時
に
轡
議
あ
塑
た
う
。
然
れ
ど
も
實
際
上
、
渉
箪
統
領
は
殉
事
案
件
に
關
し

て
傍
ほ
審
判
権
を
有
す
る
塚
塾
、

　
　
八
、
縢
知
事
及
外
褒
部
特
涙
員

　
民
國
以
楽
、
外
人
封
支
那
人
の
欝
瓢
案
件
は
縣
知
事
の
沸
理
に
錨
し
濃
塾
、
此
種
事
件
を
辮

理
す
る
縣
知
事
は
狽
）
前
臨
の
司
法
を
蒙
理
す
る
知
事
た
る
に
め
ら
肇
、
蹴
に
地
方
鵬
を
設
け

泥
る
省
城
、
商
埠
等
の
縣
知
第
葡
法
彙
埋
の
縣
知
事
と
異
る
竃
亦
此
繍
案
魯
を
辮
理
す
。



　
民
國
は
既
に
洩
院
を
殴
く
、
然
ら
ば
何
ぞ
此
種
の
訴
訟
を
以
て
法
院
に
鰯
し
て
鎌
理
せ
ず
．
価

ほ
懸
知
事
に
蘭
す
る
や
。
査
し
『
親
審
悔
外
人
が
支
那
裁
鋼
に
立
會
ふ
の
制
度
を
日
さ
載
せ
て
條

約
に
在
れ
ぱ
な
り
。
則
ち
民
闘
の
初
鶴
、
各
省
城
商
埠
の
法
院
成
立
し
ね
る
に
、
支
那
人
封
外
人

の
訴
匪
案
件
に
就
て
は
、
外
人
伽
ほ
條
約
に
根
篠
し
て
、
槻
審
を
要
求
し
、
司
法
部
．
外
交
部
之
を
難

す
る
無
か
り
き
。
是
に
於
て
司
法
部
は
三
燦
の
鍵
法
的
規
建
を
憲
め
、
（
外
人
を
し
て
法
院
に
観

審
せ
し
め
ざ
る
爲
め
に
蟻
方
官
鵬
を
以
て
第
一
審
ピ
し
、
不
服
な
れ
ば
該
雀
の
交
渉
使
衙
門
（
封

外
人
炎
渉
事
務
を
辮
理
す
る
爲
め
に
外
人
の
多
ぐ
居
住
す
る
地
方
に
特
畿
し
た
る
も
の
義
は

外
交
部
特
派
員
署
を
以
て
、
上
醗
の
機
關
ε
爲
し
π
る
な
墾
。

　
か
、
る
携
法
は
、
其
利
よ
り
之
を
冒
へ
ぱ
、
法
院
が
外
支
露
融
璽
仲
を
受
理
せ
ざ
る
に
よ
り
、
外

人
は
観
審
す
る
能
嫉
す
、
從
て
干
興
に
．
從
ふ
無
く
、
法
院
の
奪
鰻
を
傑
特
し
掲
可
し
（
外
人
自
ら
法

院
に
向
て
起
訴
を
願
は
》
、
領
寝
之
に
観
審
せ
す
。
奉
天
、
叉
漁
簿
の
慮
多
く
戒
例
あ
塾
》
。
其
轡

よ
り
之
を
言
へ
ぱ
、
支
那
は
法
院
を
設
立
し
た
う
ε
難
も
．
外
人
ε
棚
綾
鱗
せ
ざ
る
が
故
に
（
観
審

な
き
爲
め
、
司
法
の
改
喪
を
了
解
す
る
の
機
會
無
か
る
可
し
。
曲
繍
甥
法
は
一
得
一
失
。
敵
に

之
を
歎
年
行
ひ
て
未
だ
逡
に
改
む
る
≧
ε
能
は
ざ
る
な
齢
。
則
ち
縣
知
事
は
た
璽
に
司
法
を
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濠
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曳
那
命
霧
砂
法
購
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
老
鷹

蒙
理
す
る
の
法
院
た
る
の
み
な
ら
事
。
支
外
訴
訟
の
特
別
涜
醗
た
あ
な
藝
心

　
　
九
、
　
東
三
省
特
尉
臓
の
轟
等
審
醐
踵

　
露
國
待
逼
を
檸
止
し
鷲
蕊
今
後
ヌ
ル
ピ
ン
に
於
け
る
漣
槽
を
撤
瞬
し
た
る
こ
と
を
闘
ふ
な

ら
ん
｝
、
支
那
は
法
槽
を
闘
敬
し
．
瀧
に
吟
爾
賓
に
於
て
高
簿
懸
．
蟷
方
黙
を
齪
立
せ
も
。
其
組
織
の

京
師
及
各
省
の
蒔
等
．
地
方
纒
と
岡
む
か
ら
ざ
る
も
の
は
、
燃
か
に
験
察
長
を
設
け
す
し
て
、
主
任

槍
察
官
を
設
け
．
且
つ
露
園
人
を
伍
用
し
て
『
諮
議
』
及
『
調
鷹
隅
輪
ε
爲
寧
識
に
在
る
の
み
。
　
凡
そ

露
支
訴
誘
及
露
人
の
訴
騒
璽
簿
は
均
し
く
其
讐
轄
す
る
断
に
購
し
た
鯵
．
纏
運
に
し
て
善
か

ら
ん
か
、
亦
領
事
裁
判
櫓
を
圏
牧
す
る
の
一
機
會
詑
る
な
め
．

地高大普
方

審等
判　　蓮
慶審理　法ハ

雰判法院
辱髄院院積

類
褻
特
　
　
別
　
　
法
　
　
院

新
彊
司
法
簿
備
鷹

熟
河
都
統
署
審
判
露

購
綾
都
統
署
審
醐
魔

察
騰
各
旗
華
審
釧
慮

繋
理
司
法
法
醗

縣
　
　
　
知
　
　
　
事

雲
　
南
　
省
　
縣
　
佐

鍵
南
書
井
櫓
等
塵
行
政
委
員

翻
組
蹄
畷
爵
魂
鳳



察
姶
爾
都
統
署
審
制
慮
附
地
方
鷹

輪
　
克
圖
審
　
劃
　
鵬

庫
烏
科
唐
鎮
守
使
署
審
剣
鵬

阿
爾
泰
審
判
庭
縣
司
法
公
羅

恰
爾
賓
特
別
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等
法
騰

縣
知
事
及
外
交
部
特
涙
員

四
川
雀
撫
邊
等
塵
屯
務
委
員

直
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大
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縣
佐

法
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管
轄
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ル
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